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し,～実験結果3),4)との比較を行う｡モデル [a]では,熱平衡の速度定数 kth (T)の温
度依存性が弱すぎる.また,非熱的な依存性があるが,その向きが,実験とは逆になって
しまう.一方モデル [b]では,温度依存性をほぼ再現しているが,非熱的な依存性がほ
とんど現れない.実験で見えている非熱的依存性を説明するには,これら2つのモデルは
いずれも不十分であり,さらに検討が必要である.
なお,この反応系に対 して,Wigner-Keck法を用いた速度定数の古典力学計算が報告6-8)
されているが,その方法では,熱平衡の場合しか取り扱えない.
図 :移動管中における速度定数.モデルについて,
実線はkth(Tef),点線はk(Teff,Tg-4･4K)･
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